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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
・第8回院内研修のお知らせ

平成24年1月17（火）18日（水）17：30～18：30
場　所：メンタルケア病棟4階　メモリアルホール
テーマ： ｢精神保健福祉法と人権擁護｣
講　師：　精神保健福祉士　竹内　一貴氏
当日の出欠予定の記入をお願いします。

・マットレス消毒について
　ベットマットレス消毒を実施の連絡が来ています。もし出来ない日が合ったら連絡するようにしてください。当日は朝9時までにメンタルケア病棟玄関に消毒するベットマットレスを運び、作業が終了したららその日のうちに返却されることとなっています。
＜患者様連絡事項＞

・玉井　クニ子～痰がらみ軽度見られているため、ムコキーム7日分継続処方。

・木ノ下　ツヨ様～低血糖予測指示継続処方
・便秘予測指示　　飛鳥公平様、木ノ下ツヨ様、谷内愛子様、中野英男様、永洞恭子様、

川村つえ様、鈴木サダ様、山下ヨシ様、橋本万様、藤田金弘様、高森清八様、　　　　　北山和子様、島脇てる様

・湊谷　廣志様～食事についてですが、栄養に確認した所、元々、パン・麺禁となっている方だとい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う事でしたので今後もパン・麺禁で対応していきたいと思います。また、摂取状況としては、早食いであるが嚥下は問題なく咀嚼もある程度できている様子ではあるが、お粥は殆ど丸呑みの状態です。義歯の作成もまだ終了していないため、粥・キザミ食のままとしています。

　　　　　　　　　

・高森　清八様～10時の水分補給では注入器からのお茶ゼリーを飲み込めず口腔内から出て来てしまいあまり摂取出来ず。その後も時間を置き水分摂取を行うも同じように飲み込めず口腔内から出て来てしまい中断しています。また、昼食時は注入器より5ccずつ摂取行うが、昼食後に黄色の嘔吐物少量みられている。呼吸の荒さ見られているがバイタル異常なし。その後はベットにて臥床し休まれている。排泄は排尿600gみられ、排便なし。食事・水分の摂取状況や排泄状況を見ながら適宜医師へ報告し指示を仰いでいきます。

･上田　正男様～頭部に湿疹があり軟膏にて対応していましたが、直りが遅く、引掻き傷もみられて　　　　　　いる為、来週月曜日の床屋にて散髪を行い、整容面を整えた上で再度、軟膏処置にて対応し様子観察を行っていきます。

＜ケア検討・排泄＞

・坂本　良雄様～最近、下着に便が付着していてもそのままにして履いている事や、汚れた衣類の着替えをスタッフ促すもそのまま着替えず着ているという事がみられ保清が出来ていない状態みられています。介入の難しい方である為、入浴に付いたスタッフは衣類の汚染状況を確認する様にしてください。ま、たBユニットにいるスタッフは排泄状況（トイレットペーパーをきちんと貰いにきているのか等）や寝具の汚染状況等気をつけてみていきましょう。また、ADLの低下も見られているため、保清面での援助の必要性を考え今後リハビリパンツの利用も検討していく事としています。

＜12月のプログラム総括＞

・A、Bユニット～積極性もあり、活気ある中でプログラムを行う事が出来ました。

　　　　　　　　拒否の多く見られている患者様であってもクリスマスツリーの飾り付け等声がけを行っていくことで少しずつ参加して頂けるようになりました。

・C、Dユニット～季節感をあまり感じることがなく、プログラムにもあまり活気が出ず、参加も全員参加とはならなかった。その事から季節感を取り入れることから昔を思い出すキッカケとなり昔の思い出を思い出す事で話題が生まれ他患者さま同士の交流にも反映しプログラムも楽しく参加してもらえるようになっていきました。

今後も季節感の取入れやクールダウンを行いプログラムを行っていきたいと思います。スタッフ間での反省としては、連携があまり取れていないことから段取良くスムーズに行えなかったり事前の準備が遅れたりということがあったので今後は早めに準備に取り掛かりスタッフ間でも情報共有をしっかり行って行きたいと思いました。

＜書初め大会の振り返り＞

・エレベータの点検日と重なり各病棟に戻る際に時間が掛かってしまいました。点検の時間が何時から何時までかということに関しスタッフ間でも把握出来ていない面があり今後は状況の把握をしっかり行うようにしていきたいと思います。

・速い段階で書初めを終わってしまうことでその後の正月遊びに集中できず飽きてしまう人や病棟に戻りたいと話す患者様がみられていました。今後は患者様が飽きない工夫を行ってより楽しいものになるように努めて行く必要がある。

・C、Dユニットの患者様に事前に書いて頂いた書き初めに名前記入されていない事で誰のか分からない物が何枚かありましたので誰の作品か分かるようにスタッフも配慮を行い裏に名前を記入するかし対応していくようしていきたい。

